
 

 

 

 

                                                         令和 2年２月 

 新年があけまして、もう 2 月になりますね。立春が過ぎ、日に日に春が近づいてきますね。 

一月の感謝祭・餅つきの時に、西箕輪保育園を育てる会の鈴木会長さんから、西箕輪に伝わる鬼の話をききました。 

真剣にきいていた子ども達。次の日、大事な鬼除けの棒が見当たらなくなったのですが、年長さんが虫眼鏡で 

おしり探偵のごとく、園の隅々まで探してくれました。結局棒は見当たらなかったのですが、新しい鬼除けの棒を作り 

「これで今年は大丈夫！去年はこれが無かったもんで鬼が来たかも？！」子ども達のそんなかわいいやり取りをききながら 

節分には、鬼が来たわけですが、無事に豆まきを終え、風邪ひき鬼や、心に住む様々な鬼など、皆で追い払いました！！ 

 

 今年度も地域の皆さんにお世話になり様々な体験ができました。畑の先生にお世話になり、たくさんのさつまいも・大根を収穫。 

干し芋やたくあんを作りました。干し芋は南部保育園さんに、山の交流の時にわけてもらった経験から、「なんておいしいんだ」と。 

我が園でも作ってみました。ゆでたての芋を食べると「あったかい！おいしい」干し芋は「つめた～い！あま～い！」と、  

味の違いに気がつく子達。漬物は下漬けの「塩」を味見！「おいしい！」ザラメの味、氷砂糖の味、味見三昧で漬物体験(*^-^*) 

美味しいたくあんができました。初めてたくあんを食べた子は「このパイナップルすっぱい」「レモン？」と(笑) 

 他にもうどん作り、〆の子作り、餅つき、獅子舞と、今年度もたくさんお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

こんにちは！ 
回覧 


